









































































娘 と の 関 わ り
　転院を前提に情報提供を行い，病院見学などを提案し
たが，長女・孫は転院先を決定することができずにい
た．そればかりか見学を行うこと自体決めることができ
ず，見学先が決定するまでに２週間程度時間を有するこ
ととなった．長女が病院見学を行った結果，療養型病院
の様子・状況を知り「希望通りのリハビリ転院は難し
い」と感じたようであった．リハビリ転院を希望してか
ら見学に至るまで１カ月経過した間に，患者の経口摂取
量は減り，体力は更に低下してきていた．
　入院から２カ月以上経過したが，意向確認するたびに
長女からは「まだ決められません」との返答であった．
MSWとしては「早く方向性を決定して欲しい」と焦る
気持ちがあったが，毎日のように訪室していくうちに
徐々に「決定することができない長女」を受容すること
ができるようになっていた．また主治医や病棟看護師も
支援に時間がかかることへの共通認識が形成されていっ
た．
　入院２カ月半が経過した面接時に長女より，『本人は，
「少しでも足の筋力を取り戻したい．入院直後は病状と
環境の変化で混乱しており病院に入院したことは４日目
にようやく分かった．一人でいるのは寂しいが，立てる
くらいにはなりたい」と言っている．家族としては，リ
ハビリを確実にしてもらえる病院は遠く本人が寂しがる
し，自宅でもリハビリが可能なら家に帰ったほうが良い
のだろうか…』と不安や迷いが表出された．家族の希望
に対してこれまで情報提供・相談は行ってきていたが，
家族のさまざまな気持ちに対し傾聴・受容・共感ができ
たと初めて感じることができる面接であった．
　長女が思いを表出した翌週には，「家族の声が聞こえ
る場所が本人にとって一番良いと思う．家に連れて帰り
たい」と自宅退院へ気持ちを固められた．また入院当初
は，経口摂取にこだわり経管栄養を拒否していたが，点
滴での栄養管理は不安があり，胃瘻造設を希望されるこ
ととなった．この時，どのような状態でも「家に連れて
帰る」という家族の強い決意を感じた．
　その後，退院支援看護師の協力も得ながら，長女と相
談し往診医・ケアマネージャーの決定を行った．また濃
厚流動食などの注入やおむつ交換など在宅で必要な介護
などの手技指導を病棟看護師から受けてもらうこととな
った．これらのことを行いながら希望する介護保険サー
ビスを確認し在宅生活のイメージを進めて行った．
　胃瘻造設後の状態が落ち着いてから，退院前カンファ
レンスを行った．MSWとの初回面接時に長女は自分の
意見をあまり言わず，時間を気にし，病室に戻りたそう
にするなど居心地悪そうにしていたが，退院前カンファ
レンスの間は，落ち着いた態度で，初対面のケアマネー
ジャーに積極的に入院中の様子を伝え，介護サービスへ
の質問・希望を述べる姿が見られた．胃瘻注入食の手技
などに不安を感じる様子もあったが，自宅退院に向けて
は気持ちが揺れ動くことはなかった．
　退院後，患者の受診に付き添う長女に会うと「元気に
しています」と明るく挨拶をされた．注入の物品に関す
る相談を受けることもあり．在宅生活が順調である様子
であった．
考　　　　　察
　今回の症例を通じて，患者・家族が持っている問題解
決力，自己決定力などを最大限に引き出すエンパワーメ
ント・アプローチがMSWには求められることを再確認
した．
　長女の思いが表出されるまでは，情報提供を行っても
なかなか行動が起こせない家族であると先入観を持ち，
長女の揺れ動く気持ちを受容することのないまま，個別
化した面接が行えていなかった．社会資源は生活の一助
になりえても，問題解決する力を引き出すことにはなら
ず，価値観や生活観を理解しないままに，ただ情報提供
を行い，本来のニーズを明確化することができなかった
ことはMSW自身の問題でもあると実感した．
　入院加療を契機に突然の患者の状態・状況変化の中
で，患者・家族は混乱することが多い．たとえ最初か
ら「自宅退院希望」と意向を明確にしていたとしても，
日々気持ちが揺れ動き，不安が生じることがほとんどで
ある．意思決定が困難では問題・課題に向き合うことや
取り組み考えることができない．患者・家族の問題解
決・自己決定力が引き出せるようエンパワーメントする
ためには，
①思いを表出しやすいように，患者・家族に「この人
（MSW）なら安心して話すことができる」と感じても
らえるような姿勢で，信頼関係を築いていくこと．そ
の時々に揺れ動く思いに寄り添い，受容・共感してい
く．
②今まで何を大切に生きてきたか，何が嫌かなど日頃考
えることのない「価値観」について考えるよう支援す
る1）事が重要であると考察した．
32
　この症例を通して患者・家族の思いを受容・共感した
上で，エンパワーメントを引き出すにはどう関わったら
良いのかを省みることができ，改めてソーシャルワーク
の難しさと大切さを痛感し，MSWとしての原点を見つ
めなおすことができた．
